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利己行動（selsh behavior） ＋ － 優位個体が劣位個体の食料を奪って、
自分のものにする。























































































































































ンパンジー（Pan troglodytes）などでも知られている（Chancellor & Isbell 2009; 
Leinfelder et al. 2001; Manson et al. 2004; Newton-Fisher & Lee 2011）。
　バレットらは、交換された毛づくろいに見られる継続時間の対応関係は集団







いる（Barrett et al. 1999）。
　バレットらの研究は、霊長類の毛づくろい行動に生物市場理論（biological 








の受け手が支援することや（Carne et al. 2011; Hemelrijk 1994; Ventura et al. 
2006）、チンパンジー、チャクマヒヒ、カニクイザルでは、毛づくろいを提供
することで交尾の機会が高まることが知られている（Clarke et al. 2010; Gumert 
















& Barrett 2002）、 スーティーマンガベイ（Cercocebus atys）とベルベットモンキー
（Chlorocebus aethiops）などで知られている（Fruteau et al. 2011）。食物をめぐる
競争が激しい場合には、劣位個体が優位個体からの寛容性を得るためにより長




















12-27%（Manson et al. 2004）、チャクマヒヒでは24%（Barrett et al. 1999）、キ
ンシコウ（Rhinopithecus roxellana）では23%（Wei et al. 2012）、オリーブヒヒ
（Papio anubis）で2分以内にお返しの毛づくろいが生じるのは33%であった
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好していた（Schino & Pellegrini 2009）。同様の傾向は、オリーブヒヒ（Frank & 







近づくことを示している（Gomes et al. 2009）。毛づくろい時間の均等性が短期
よりも長期のタイムフレームにおいて高まることは様々な霊長類種で示されて
おり、さらに毛づくろい時間の均等性が高いペアほど、その個体間の関係性が
強く長く維持されていくこと（Silk et al. 2006）、そのような関係性を築くこと
































ばれるものであったが、その他にも間接互恵性（indirect reciprocity: Nowak & 
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はほとんど説明できないことを示している（Majolo et al. 2012）。ラット（Rattus 
norvegicus）を限られた条件で飼育することで一般化互恵性が確認された研究も
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するのか ( 個体発生 ) と向社会的行動がどのように人の
生存や子孫を残すことに貢献してきたのか ( 究極メカニ
ズム ) という比較発達心理学的な 2 つの視点から先行研
究を概説する。
　個体発生に関しては、発達初期から向社会的行動がみ
られることや、相手の特徴に応じた選択的な向社会的行
動が幼児期を通して徐々に発達してくることを検討す
る。究極メカニズムに関しては、血縁淘汰や直接互恵性、
間接互恵性について、また直接互恵性や間接互恵性がい
かに発達の中でみられるようになってくるのかを検討す
る。
清水（加藤） 真由子
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